
１．重要な会計方針

(１)　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券

　　　　原価法

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　 投資有価証券 3,603,037,936 3,603,037,936

　 普通預金 519,760 4 4 519,760

小　　計 3,603,557,696 4 4 3,603,557,696

特定資産

　奨学給付引当資産 0 0 0 0

小　　計 0 0 0 0

合　　計 3,603,557,696 4 4 3,603,557,696

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(うち指定正味財産 (うち一般正味財産 (うち負債に対応

からの充当額) からの充当額) する額)

基本財産

　 投資有価証券 3,603,037,936 3,603,037,936 0 0

　 普通預金 519,760 519,760 0 0

小　　計 3,603,557,696 3,603,557,696 0 0

特定資産 0 0 0 0

小　　計 0 0 0 0

合　　計 3,603,557,696 3,603,557,696 0 0

４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

帳簿価額 時価 評価損益

　東京都公募公債第679回 99,920,000 102,360,000 2,440,000

  神奈川県第171回公募公債 81,942,600 84,215,312 2,272,712

17,657,640 19,288,224 1,630,584

　平成23年度第１回相模原市公募公債 49,960,000 51,872,600 1,912,600

　平成26年度第２回ﾊﾏ債5公債 150,000,000 149,990,950 -9,050

　神奈川県第61回5年公債 100,000,000 100,225,200 225,200

499,480,240 507,952,286 8,472,046

５．附属明細書の省略

基本財産及び特定資産の明細は上記を以て省略する。

財務諸表に対する注記

当期末残高科　　目

科　　目

合　　計
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